
質　　　問 回　　　答

過年度に掘り起こしたモデルコースの内容をご教示ください。 ■モデルコースの内容
過年度においては、仙台市西部地区を中心にアドベンチャーツーリズム（AT）の要素を含めたモデル
コースを10本造成いたしました。
造成したコースは以下のとおりです。

・泉ヶ岳胎内岩くぐり 2日間（泉ヶ岳～七北田川～太平洋へ 己の魂の生まれ変わり体験アドベン
チャー）
・泉ヶ岳 岡沼～山頂（標高1,172m）往復（森林トレイルによるリラクゼーションと登頂体験）
・朴沢～光明の滝 トレイルコース（田園風景と里山文化・滝・瞑想体験）
・スプリングバレーリゾート～桑沼 トレイルコース（縄文の森・湖沼・森林リラクゼーション）
・大倉ダム～定義 カヤック＆トレイルコース（峡谷カヤックと歴史・信仰文化体験）
・秋保大滝～作並ニッカウヰスキー仙台宮城峡蒸溜所トレイル（自然滝とウイスキー文化体験）
・二口峡谷 滝巡りコース（姉滝・白糸の滝・三方倉滝）（山岳信仰と峡谷トレイル）
・泉ヶ岳 胎内岩～水神ルート補完トレイル（農業体験・水源文化・里山交流）
・みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンターコース（震災復興と沿岸トレイル体験）
・法雲寺～貞山堀サイクリング・座禅体験コース（復興・ウェルネスサイクリング＆座禅）

上記のように、自然・文化・歴史・信仰・生活文化を組み合わせた体験型コースとして構成しておりま
す。
詳細は別紙ルートガイドブックをご参照ください。

１．宿泊促進に向けたモデルコース造成について

①過年度に掘り起こしたモデルコースについて

■モデルコース策定時の調査内容
モデルコースの策定にあたっては、文献調査および地域住民へのヒアリングを繰り返し実施し、情報収
集を行っております。
また、全てのコースについて実際に現地踏破を行い、複数回（2～3回）の検証を実施しております。

■有識者・専門家等による評価について
モデルコース策定にあたっては、有識者である（株）東北インアウトバウンド代表の西谷 雷佐氏に全10
コースを踏破いただき、下記の評価をいただいております。

総評（西谷氏）
本モデルコース群は、仙台西部地域の自然資源・文化資源を体系的に活用し、アドベンチャーツーリズ
ムとしての完成度が高い内容である。特にカヤックやトレイル、歴史文化体験を組み合わせたストー
リー性の構築が優れており、インバウンド市場において十分に通用するポテンシャルを有する。一方で、
季節性や安全管理、ストーリー補強の必要性については課題。

① 泉ヶ岳胎内岩くぐり 2日間
泉ヶ岳から七北田川、太平洋へとつながるスケール感のあるストーリーが評価された。都市近郊であり
ながら本格的な自然体験ができる点が魅力であり、インバウンド向けにも十分通用する内容であると
の評価であった。
② 泉ヶ岳 岡沼～山頂
仙台市民の象徴的な山としての価値が高く評価され、短時間ながら自然と向き合えるコースとして好
印象であった。一方で、単体商品としてはストーリー性の補強余地があるとの助言があった。
③ 朴沢～光明の滝
里山・田園風景の魅力は評価されたが、一部区間が舗装路中心である点について指摘があり、自然トレ
イルとしての体験価値の明確化が課題として示された。
④ スプリングバレー～桑沼
紅葉期の景観や森林・湖沼の美しさは高く評価され、特に秋限定商品の可能性が示された。一方で、季
節変動による価値差が大きい点への留意が必要とされた。
⑤ 大倉ダム～定義 カヤック＆トレイル
全10コースの中で最も販売可能性が高いと評価された。カヤックから歴史文化への流れが良く、秋保・
作並エリアとの周遊性も高い点が強く評価された。
⑥ 秋保大滝～ニッカウヰスキー蒸溜所
ジャパニーズウイスキーという国際的訴求力と自然体験の組み合わせが非常に高く評価された。ストー
リー性・目的地の魅力ともに優れ、商品化可能性が最も高いコースの一つとされた。
⑦ 秋保慈眼寺～秋保大滝～野尻ばんどころ
修験道的ストーリー性や精神的体験価値が評価された。一方で、宗教性・説明の工夫が必要であり、イ
ンバウンド向けには補助コンテンツ（映像等）の活用が望ましいとされた。
⑧ 大東岳登山・滝巡り
市民の象徴的山としての価値は高いが、海外ゲストにとっては「登山」の定義との差異に留意すべきと
の指摘があった。雪・スノーシュー等の冬季活用の可能性にも言及があった。
⑨ 二口峡谷 滝巡り
水源文化や峡谷美は高評価であったが、アクセス性や安全性の管理が重要との指摘があった。ストー
リー性を強化すれば教育・体験型ツアーとして価値が高まるとの評価であった。
⑩ みちのく潮風トレイル 名取トレイルセンター
震災復興ストーリーを持つ点が高く評価され、教育的価値と観光価値の両立が可能なコースとされ
た。平易なコースであり、多様な層に対応できる点も評価された。

モデルコース策定時に有識者・専門家等による評価や調査の実施内容
および評価結果をご教示ください。



質　　　問 回　　　答

過年度におけるガイド育成の実施内容および参加人数・成果等を
ご教示ください。

■実施内容（研修内容）および参加人数
過年度のATガイド育成においては、以下の研修を実施しております。

【観光庁予算】
・ATガイド育成研修（基礎知識）／実施回数：1回／参加人数：71名（会場34名・オンライン37名）
・野外国際ファーストエイド研修（WAFA）／実施回数：1コース（複数日程一体型）／参加人数：3名
【本事業予算外】
・自然・歴史・文化研修／実施回数：2回／参加人数：1回目 5名 ・2回目：4名
・山岳信仰・文化研修／実施回数：2回／参加人数：延べ８名
・顧客サービス・グループマネジメント研修／実施回数：1回／参加人数：21名
・インバウンド向け通訳研修／実施回数：1回（同日開催）／参加人数：21名（顧客サービス研修と同一
参加者）
・アウトドア関連法規研修（危機管理研修および法的対策研修）
　実施回数：各1回（同日開催）／参加人数：18名（会場6名・オンライン12名）
・アドベンチャーツーリズムアカデミー研修／実施回数：オンライン 15回・実地 1回／参加人数：3名

これにより、ATガイドとして必要な技術・知識・安全管理・多言語対応・文化理解等を総合的に習得する
内容としております。

■成果について
本事業で実施した野外国際ファーストエイド研修（WAFA）によってガイド候補の3名が、WAFAアドバ
ンスコースの修了および資格を取得しております。
また本事業の予算外で、ガイド候補3名が参加したアドベンチャーツーリズムアカデミー研修（オンライ
ン 15回・実地 1回）において、修了証書を取得しています。

取得を目指した資格・認証等をご教示ください。 ■取得を目指した資格・認証等
育成ガイド候補３名は本事業では、WAFA（Wilderness Advanced First Aid）アドバンス資格の
取得を目指し実施しております。
また、ATGS（Adventure Travel Guide Standard）に準拠した国際水準のガイド育成を目指し
て実施しております。

質　　　問 回　　　答

① 旅行博の開催概要について
・ATWSカナダケベックおよびVJTM＆VJMMの現時点での開催
　スケジュール（商談会、セミナー、視察等を含む）があればご教示ください。

■スケジュール
・ＡＴＷＳカナダケベック
日程：令和８年９月１３日（日）～１８日（土）
・VISIT JAPAN トラベル ＆ MICE マート 2026（略称：VJTM＆VJMM）
日程：令和８年９月２４日（木）～２６日（土）

ともに、商談会ベースでの出展となります。

②ブース出展に係る手配範囲について
・両旅行博における出展費、ブース設計・装飾、備品、通訳等について、
　受託者が負担・手配する範囲をご教示ください。

■出展料（装飾・備品含む）
・ＡＴＷＳカナダケベック：50万程度
・VJTM＆VJMM：本事業予算外にて支出

■手配範囲
両旅行博について、別団体との共同出展を想定しており、出展ブースに関しての受託事業者の手配負
担は発生しない想定です。

③参加者について
・参加者５名（想定）には受託者も含まれる認識でよろしいでしょうか。
・参加予定者の役割（行政、DMO、事業者等）および対応言語が決まっている場
合は
　ご教示ください。

■参加者について
参加者に受託事業者は含まれません。参加者の航空券や宿泊の手配のみお願いします。

■参加者の役割
受託者3名・DMO2名の5名全員が商談会における、商談プレーヤーとしての参加となり、対応言語は
英語です。なお、受託者とは昨年育成したガイド3名となります。

④ 宿泊手配について
・宿泊施設については、相部屋での手配も可能でしょうか。

■宿泊手配内容
可能であれば、1名1室としますが、予算的に厳しい場合には相部屋も可能です。
ただし、参加者の男女比が　男性 4名・女性 1名　を想定しておりますので、ご配慮ください。

⑤ 航空券手配について
・航空券をより経済的に手配するため、出発日は開催日の何日前まで設定可能
   でしょうか。
・前泊・後泊の可否についてもご教示ください。

こちらに関しては、特段、こちらより指定はございません。
安価に手配できる内容があれば、そちらで手配いただいて構いません。
前泊・後泊についても、必要であれば可能です。

３．ブース出展および旅行手配について

２．アドベンチャーツーリズムガイド育成について

①過年度のガイド育成実績について


